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地 域 再 生 計 画 
 
 
１ 地域再生計画の名称 

  旧病院施設を活用した福祉と教育の拠点による市中心部再生計画 
 
２ 地域再生計画の作成主体と名称 

  苫小牧市 
 
３ 地域再生計画の区域 

  苫小牧市の区域の一部（本幸町地区） 
 
４ 地域再生計画の目標 

  本市は、北日本最大の特定重要港湾苫小牧港を擁し、空の玄関口である新千歳空

港に隣接し、陸路においては高速道路に直結しながらＪＲの分岐点にもなるなど人

流・物流拠点として重要な役割を担っている。また、ラムサール条約の登録湿地で

あるウトナイ湖や樽前山のふもとに広がる森林と湖沼群など、豊かな自然に恵まれ

たところでもある。 
  このような本市において、医療の中核を担う苫小牧市立病院は、昭和２１年に苫

小牧町立病院として創設後、市民のみならず地域の基幹病院としてその役割を担っ

てきたが、病院施設の老朽化と多様化する医療ニーズに対応するため、平成１８年

１０月に移転新築した。新病院では、最新の医療設備を備え、高度で良質な医療を

提供する病院として、さらなる医療サービスの向上に努めているところである。 
  市立病院が移転新築したことにより、旧病院の跡地利用が最大の課題となってい

る。この地域は、本市の中央部中地域に位置づけられており、苫小牧駅を中心とし

た中心市街地や市役所などの官庁街に比較的近く、また、旧川跡地の「遊歩道」や

地域住民が憩える親水空間「ふるさと海岸」に近接するなど、都市部としての利便

性と潤いのある居住空間を兼ね備えた地域である。 
まちづくりを進める上で、このような本市中心部の空洞化は避けなければならず、

地域振興を図る観点からも公共目的で再利用することが望まれている。 
  一方、本市の人口は、全道の多くの自治体が減少している中、国勢調査人口にお

いて過去１０年前と比較して約８千人増加しているが、年少人口は、５％減少して

いるとともに、１世帯当たりの人員は０．４人減少しており、少子化・核家族化が

確実に進展している。そこで本市では、平成１７年に「苫小牧市次世代育成支援対

策推進行動計画」を策定し、地域・企業や関係機関・団体とも連携を図りながら、

次世代の育成支援を推進しているところである。 
  また、昭和４７年に開設以来、多くの高齢者に生涯学習・交流・憩いの場として

利用されてきた老人福祉センターは、各種教養講座や同好会、健康相談、レクリエ

ーション事業などを行っており、利用者は年々増加しているが、各種相談業務や健
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康増進事業の場として十分に活用されていない現状に加え、併設する道営住宅の移

転建替が決まり、平成２１年度以降の早期に現建物全体が解体されることとなった

ことから、同センターの移転改築が喫緊の課題として浮上してきた。 
さらに、本市の教育課題の解決や教育振興の充実のため、「苫小牧市教育研究所」

の活動は、教育水準の維持向上に寄与してきたが、今日の新しい教育実践の推進や

課題の解決のため、これまで教育研究所が果たしてきた機能にとどまらず、将来の

展望や理想を見据えた施設の早期設置が重要課題となっている。平成１４年には、

教育研修センターのあるべき機能等についての基本構想を策定したが、厳しい財政

状況の中、設立が見送られてきた経緯がある。 
  このような現状を踏まえ、旧病院施設を利用し、多世代が集い活用できる次世代

の育成支援施設、老人福祉センター、教育研修センター等の複合施設として転用す

ることにより、旧病院跡地の積極的な再利用とともに、多世代の福祉の推進と教育

の充実を図っていく。 
 
  なお、この計画の実現により、次の目標達成を目指す。 
 （目標１）子育て支援 
  ・子育て教室の利用件数 
    現状（18年度） １，６６３件、 目標（25年度） １，８００件 
  ・乳幼児健診の受診率 
    現状（18年度）  ９５．５％、 目標（25年度）  ９６．０％ 
 （目標２）健康の増進 
  ・健康相談の利用者数 
    現状（18年度）   １５１人、 目標（25年度）   ２００人 
  ・健康増進事業への参加者数 
    現状（18年度）   ３０８人、 目標（25年度）   ４００人 
（目標３）教育の充実 
  ・研修講座の実施回数 
    現状（18年度）    ２２回、 目標（25年度）    ２５回 
  ・教職員研修会への参加者数 
    現状（18年度）    ３１人、 目標（25年度）    ４０人 
 
５ 目標を達成するために行う事業 

 ５－１ 全体の概要 
  本市では、市立病院の移転新築が決定した後、旧病院跡地の活用策について検討

が重ねられ、平成１７年度にワーキンググループによる「市立病院跡地利用計画（素

案）」を策定し、活用策の概要をまとめた。さらに、平成１８年度には、「市有地等

活用策検討部会」において、この素案の考え方を基本としながら、計画の具体化を

目指し、検討を進めてきた。 
  その結果、旧病院施設の南棟部分は再利用し、老人福祉センター機能、子育て支
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援機能、健康教育機能、教育研修・研究機能を配置することとした。 
また、南棟以外の病院施設は解体し、新病院建設用地の一部となった苫小牧市緑

ヶ丘公園の面積及び機能の代替となる都市計画公園を整備し、病院建設に伴って縮

小した都市の緑を確保していく。 
 
○ 各機能を配置することによるメリット 
 ア 乳幼児健診、育児教室・相談等の事業は、これまで専用会場がなかったため、

他の事業と競合し、限られた日程の中で事業を実施しなければならなかったが、

当施設に専用会場を設置することによって、事業スケジュールが立案しやすく

なり、利用者のニーズに合わせた事業展開や時間の設定が可能になる。 
 イ 各種相談や事業に対する問合せは、これまで実施場所や担当機関が別々であ

ったため、それぞれの所管が認知されにくかったが、当施設が設置されること

により、支援の拠点が明確になる。 
 ウ 老人福祉、子育て、健康教育機能を同じ施設内に設置することにより、これ

まで世代ごとに実施していた事業を、多世代が利用できる各種支援事業として

連携して行うことができる。 
エ 本市総合計画に位置づけられている教育研修センターの設置が実現するこ

とにより、教育に関する調査研究、教育相談及び教職員の研修内容が充実し、

これまで懸案となっていた本市教育の課題を解決することができる。 
  
 ５－２ 法第４章の特別の措置を適用して行う事業 

  該当なし 
 
 ５－３ その他の事業 

 ５－３－１ 地域再生基本方針に基づく支援措置による取り組み 

  公共施設を転用する事業へのリニューアル債の措置（Ｃ０４０２） 
① 支援措置の番号及び名称 
【番 号】Ｃ０４０２ 
【名 称】公共施設を転用する事業へのリニューアル債の措置 

 
② 支援措置を受けようとする者 

     苫小牧市 
    

③ 内容 
     旧病院施設を、次世代の育成支援施設と教育研修センター等の複合施設と

して再生するためには、大規模な改修が必要となる。 
     そこで、地域活性化事業が目的とする喫緊の政策課題（少子化対策、地域

資源活用促進）の実現を図るための施設へ転用するものとして、地域再生計

画に位置づけ、地域再生推進のために転用が必要であると認められる場合に
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は、リニューアル債の措置が受けられることから、この支援措置を活用しよ

うとするものである。 
 
   ④ リニューアル事業の概要 

対象事業費 1,030,000千円（現在実施設計中） 
改修事業の内容 各階利用計画 添付資料８のとおり 

改修工事概要 
・壁・床は出来る限り現状利用 
・天井は全面張替え（トイレ回り除く） 
・照明設備等は全て取替え（トイレ回り除く） 
・暖房設備は給湯用を含めボイラー設置 
・給排水・衛生設備等は１階多目的トイレ以外は使用 
・汚物処理室改修、男女出入口等の改修 
・昇降機（エレベーター）取替え 
・耐震診断実施 

実施期間 平成 20年度 
    

⑤ 添付資料 
・「リニューアル事業の概要がわかる資料」（添付資料６）    
・「旧苫小牧市立総合病院設計図（１階～５階）」（添付資料７） 

・「旧苫小牧市立総合病院利用計画設計図（１階～５階）」（添付資料８） 
 
 
５－３－２ 地域再生基本方針に基づく支援措置によらない取り組み 

 （１）次世代育成支援の推進 

    未来を担う子供の総合的な支援を推進するため、当施設を子育て支援事業

の拠点施設として活用し、親子が自由に交流できる場の提供や育児支援など

の事業展開、行政機関や地域の団体等が相互に連携したネットワークづくり

などに努める。 

    ○ 親子が自由に集い交流できる場の提供 

    ○ 育児に関する情報の提供 

    ○ 各種子育て講座の開催 

    ○ 子育て支援に関係する機関や団体などと定期的に情報交換会を開催 

 

 （２）老人福祉センター機能を活用した健康増進事業の充実 

    老人福祉センター機能を活用することにより、各種教養講座や同好会、健

康相談、レクリエーション事業などを充実し、高齢者に対する健康増進事業

の場として十分な活用を図る。 
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 （３）教育水準の維持向上を図るための機能の設置と活用 
    新しい教育実践の推進や課題の解決のためには、教師が自らの使命と役割

を自覚し、課題を鋭敏に受け止め、柔軟かつ的確に対処していく姿勢が大切

であり、あわせて専門的な知識や指導力を向上させるための研究・研修を通

した研鑽を一層重視していくことが大切であるため、下記機能の設置と活用

を図る。 

    ○ 教職員の資質能力と指導力の向上を図る研修機能 

    ○ 教育理念と実践に関する調査・研究機能 

    ○ 課題解決に役立つ情報や資料の提供機能 

 
６ 計画期間 

  平成１９年度から平成２５年度 
 
７ 目標の達成状況に係る評価に関する事項 

  「４」に示す数値目標については、当施設の総合窓口となる「旧市立総合病院南

棟改修推進会議」において、毎年度必要な調査を行い、達成状況の評価及び改善す

べき事項の検討を行う。 
 
８ 地域再生計画の実施に関し当該地方公共団体が必要と認める事項 

  該当なし 

 


